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飛鳥板蓋宮伝承地附近地形図第１

こ
の
調
査
は
現
在
進
行
中

の
大
和
平
野
導
水
路
新
設工

事
に
と
も
なっ
て
、
そ
の
予

定
線
上
の
史
跡
を
事
前
に
調

査
し
よ
う
と
す
る
計
画
の一

部
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
予
定
線
は
、
先
に
同

計
画
の
も
と
に
調
査
し
た
川

原
寺（
高
市
郡
明
日
香
村
大

字
川
原
）
の
南
を
東
に
進
み
、

飛
鳥
川
を
渡っ
て
明
日
香
村

大
字
岡
の
飛
鳥
川
東
岸
地
域

に
は
い
る
。
こ
の
東
岸
地
域

は
、
東
西
と
南
を
飛
鳥
川
の

曲
流
と
丘
陵
で
限
ら
れ
、
北

に一
段
低
く
飛
鳥
寺
を
望
む

平
坦
な
台
地
で
あ
る
。
こ
の

附
近
は
飛
鳥
板
蓋
宮
の
故
地

j4



と
推
定
さ
れて
おり
、ま
た一
帯の
水
田下
に
は
玉石
敷
の
遺
構
が
相
当
広
範囲

に
わ
たっ
て
存
在
す
る
とい
わ
れて
い
た
。
導
水
路予
定地
に
あ
た
るこ
れ
ら
遺

構の
性
格
を
究明
す
る
ため
に
、
昭
和・
3
4
年４
月
1
3
日
か
ら５
月
3
1
日
に
か
けて

発
掘調
査を
おこ
なっ
た
。
その
結
果
の
概
略をこ
こ
に
報
告
す
る
。

一
　発
　
　見
　
　遺
　
　構

Ａ
　南
　
　遺
　
　構

こ
の
遺
構
は、西
の
飛
鳥川
と
東の
丘陵
との
中
央
附
近
小
字
仏田
と
よ
ばれ

飛
鳥
板
盖
宮
伝
承
地
調
査
概要

る
水
田
下
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
飛
鳥
川
東
岸
を
へ
だ
た
るこ
と
約（`
）
（
）ヨ
、

通
称
立
神
塚
な
る
小
さ
な
塚
の
す
ぐ
東
に
あ
たっ
て
い
る
。
遺
構
は
、
約
５
.　
5
m

の
間
隔
を
お
い
て
東
西
に
走
る

玉
石
積
の
２
条
の
溝
で
南
北
両

側
を
限
ら
れ
、
そ
の
中
央
に
１

列
の
掘
立
柱
が
並
ん
だ
建
物
跡

で
あ
る
。こ
の
建
物
は
、
東
西

約
1
0
.

　
5
m
ご
と
に
溝
で
区
切
ら

れ
、
こ
の
溝
で
か
こ
ま
れ
た１

区
画
に
中
央
柱
列
が４
本
づっ

お
さ
ま
っ
た
も
の
が１
単
位
と

景
　な
り
、
そ
れ
が
東
西
に
連
続し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

全
　今
回
の
調
査
で
は
そ
の
両
端
を

構
　確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
かっ

た
が
、
約
｝ＯＯ日
以
上
連
なっ

遺
　て
い
るこ
と
を
知っ
た
。
こ
の

南第２図
遺
構
が
ど
の
様
な
性
質
の
建
物

の
跡
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

こ
の
程
度
の
調
査
か
ら
結
論
を

求
め
る
の
が
無
理
で
あ
ろ
う
。

東
西
の
柱
間
３
間
の
建
物
が
連

立
し
て
全
体
と
し
て
廊
の
如
き

第３図　南　遺　構　実　測図
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形
態
を
なし
て
い
る
が、
各
単
位
ごと
の
ま
とま
り
も
あり
そう
で
あ
る
。し
か

し
、
寺
院の
僧房
な
ど
とは
ま
た異っ
て
い
る
。
それ
に
もま
して
、
柱
が中
央

に
Ｉ
列
し
か
ない
の
で
、
構
造
的
に
ど
う
ま
と
まっ
て
い
る
かと
い
う
疑
問
か
大

きい
。
東西
に
か
なり
細
長
く
連
な
るこ
と
、
そ
れ
を
境に
南
と北
で
旧
地
表
に

高
低
差の
あ
る
らし
い
こ
と
は
注
意
す
べき
とこ
ろ
で
、
こ
の
遺
構
が飛
鳥川
東

岸の
こ
の
台
地
を
南北
に分
割
す
る
何
ら
かの
役
割
を
は
たし
て
い
たの
で
は
な

い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

第４図　南遺構南溝細部

Ｂ
　西
　
　建
　
　物

さ
き
の
南
方
遺
構
の
北
西
、
飛
鳥
寺
伽
藍
中
心
線
の
南へ
の
延
長
線
に
近
く
位

置
し
て
、
捐
立
柱
で
構
成
さ
れ
た
東
西
１
間
南
北
８
間
の
細
長
い
建
築
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
。
建
物
の
柱
間
は
梁
行
桁
行
共
に
約
いヨ
、
柱
直
径
は
約３０ｃｍ
を
は
か

っ
た
。
Ｃ
　北
　
　遺
　
　構

南
方
遺
構
の
北
約
にＯ日
に
北
限
の
あ
る
北
方
遺
構
は
、３０ｃｍ
内
外
の
大
き
さ第５図　西　遺　構　全景
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の玉
石
を
敷
きっ
め
た東
西
約
謚日
南
北
約４０ｍ
の石
敷
部
分
と
、
その
東
の
東

西
約こ日
南北
約４０ｍ
の
礫
居
敷い
た
部分
から
なり
、
その
両
者
を区
画
づけ

る
幅
約
３０ｃｍ
の
玉石
造り
の
溝
か
南
北
に
３
条、
東
西
に２
条
走っ
て
い
た
。

建
造
物の
痕跡
は、石
敷・
礫
敷の
い
ずれに
も認
めら
れ
ず、
北
に
延
長し
た

トレ
ン
チ
に
基
壇
盛土
様の
山
土
層
を
検
出し
た
か
ら、
こ
の
遺
構
は屋
外
の
庭

に
あ
た
る
部分
と
推
定
され
よ
う
。
遺構
の
南
限
は
著
しい
湧
水の
た
め
確
認し

得
な
かっ
た
。

第６図　北　遺　構　実　測　図

以
上の
南
、西
北の
３

遺
構
は
、
その
軸
線
がほ

ぼ平
行
ま
た
は
直
行し
て

そ
れ
ら
か同一
計
圓の
も

と
に
営
な
ま
れ
た可
能
性

を示
し
て
おり
、
その
間

に
広い
未発
掘地
域
が
あ

るこ
と
はこ
れら
の
発
掘

遺
構
が
全
計画
の一
部分

に
す
ぎないこ
と
を
考え

させ
るの
で
あ
る
。

二
　飛
鳥
板
蓋
宮
と
の
関
連

こ
れ
ら
の
遺
構
が
造
営

さ
れ
る
以
前
の
こ
の
地
域

の
地
形
は
、
ト
レ
ン
チ
の

知
見
に
よ
り
次
の
よ
う
に

推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
17
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０
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西
方
飛
島川
に
そっ
て
南
東
か
ら
北西へ
の
びる
古
墳
時
代
後期の
遺物
包含
層

を
有
す
る
台
地
か
お
り
、
その
北
東
の一
帯
は沼
地
と
なっ
て
い
たら
し
い
。こ

の
沼
地
を
埋
たて
て
現
在
の
よ
うに
平
坦
に
さ
れ、
その
上
に
以
上
述
べ
たよ
う

な大
規
模
な
遺構
が
造営
され
て
い
るの
で
あ
る
。
その
営ま
れ
た
時期
はいっ

ごろで
、
飛
鳥
板蓋
宮
と
の
関
係
は
ど
う
なの
で
あろ
う
か
。
書紀
の
記
載と
現

地
の
地形
を
あ
わせ
考え
て
、こ
の
飛
鳥川
東
岸の
台地
を
板
盖宮
の
故
地
と
推

定す
る
説
を妥
当
な
もの
と
考え
た
が、
今
回
の
調
査で
は、
肯
定否
定い
ずれ

第７図　　北　遺　構　細部

の
結
論
を
も引
出
す
に
足
る
資料
は
得
ら
れ
なかっ
た
。し
かし
、
南
方
遺構
の

溝
中
か
ら
発
見
さ
れ
た土
器
類
は
、
現
在の
土
器
の
編
年的
研
究
から
す
る
と
、

板蓋
宮
の
もの
と
す
る
に
は
や
や
新し
く、７
世
紀
後半
の
もの
と
考え
ら
れ、

こ
の
点
でこ
の
遺
構と
板
盖宮
と
の
関
係は
否
定
され
ね
ば
なら
ない
。し
か
し
、

今
回
の
調
査
が限
ら
れ
た
もので
、
多
数の
遺構
群
か
なお
地下
に
残
されて
い

るこ
と
を
考え
る
なら
ば、こ
の
地
域
と
飛
鳥板
蓋
宮
と
の
関
係
につ
いて
簡
単

に
結
論
を下
す
わ
け
に
は
い
か
な
いで
あろ
う
。
　
　
　
　
　

（
坪
井
清
足）

土　遺　物
土師器坏　　須恵器四耳壺第

８図 出
（上より）　土師器蓋
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